
新　　　人　　　看　　　　護　　　　師　　　　教　　　　育　　　　パ　　　　ス
3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　4/20（金）　院内のみ 　　　　5/26（土） 　　　　7/28（土） 9/29（土） 11/10（土） 1/26（土） 2/8（金）院内のみ
「データベースと看護記録 　フィジカルアセスメント 　　　　救急対応 　　医療安全研修 　　医療安全研修 人工呼吸器の管理 　　　成果発表会
　日々受持看護師の役割」 　　リアリティショック 　　メンバーシップ 　　メンバーシップ
4/2.3.4 　　　　　6/15（金）16（土）
新採用者オリエンテーション 　　　　宿泊研修 新人終了イベント

　　　　　　　　　　　　　実　習　場　所（案）
東２　　　　　東４　　　　OP 　カテ室

業務に慣れてきたら関係 東３　　　　　放射線　　OP　　　　　　　西３４     化療室　　　ＩＣＵ
する部署の実習を計画する 東４　　　　　ICU　　　　OP　　　人リハ　心リハ

東５　　　　　ICU　　　　OP 　脳リハ
東６・７　　　カテ室　　ICU 　心リハ
西３　　　　　化療室　　OP 　ＩＣＵ　　　放射線
西４　　　　　化療室　放射線　　ＯＰ　　　　ＩＣＵ

マンツーマン体制 ７月から相談役 ９月から独り立ち
プリセプター＆アソシエート　　　　　　　計画発表と実施報告 新人から報連相 新人から報連相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月まで１７：１５に業務終了 カンファレンス議題提案
　　　１時間の自己学習や残務OK

日々担当受持患者２名より開始し、業務状況により増やしていく ８月サブプライマリー 　９月よりプライマリー 看護課程の展開
   プリセプターと共に担当 　パス適応・短期入院患者から受持つ

病棟の雰囲気に慣れるこ 4人の患者を受持ち、入退院や前処置 手術後の看護が理解できる重症個室の患者を受けもつ 看護度の高い患者を主体的に観察室を中心に重症者を４人軽症患者を６人受け持ち、 チームの一員として自覚し、チームの一員として自覚し、 チームの一員として自覚し、チームの一員として自覚し、チームの一員として自覚し、
とができる。 を主体的に実施できる カテーテル検査後の看護がことができる 受け持つことができる 受け持つことができる 前処置や入院を主体的に見る自己の役割を遂行できる 自己の役割を遂行できる 自己の役割を遂行できる 自己の役割を遂行できる 自己の役割を遂行できる

理解できる ICUからの転入が理解できるICU受け、手術後の患者を ことができる プライマリーナースとして、 プライマリーナースとして看護プライマリーナースとして看護プライマリーナースとして看護プライマリーナースとして看護
4/5：病棟ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ○入退院の処理 ○手術後の観察と看護 ○特殊薬の理解ができる 受け持つことができる ○人工呼吸器の理解 ○入退院の処理 看護計画を立案し実施できる実践ができる 実践ができる 実践ができる 実践ができる
4/6：ﾌｫﾛｰ看護師のもとで ○前処置 ○手術後に必要な物品 ○手術後間もない患者の看護○ICUより帰室後の患者の ○特殊薬の理解 ○前処置 ○看護過程の展開 ○看護過程の展開 看護の振り返りを行い、自己看護の振り返りを行い、自己
一日の看護について見学 ○手術搬入 ○カテーテル検査後の看護○ICU受け 　看護 ○ICU受け、ＯＰ後 ○ＯＰ出し ○カンファレンスへの提示 の看護観をまとめることができの看護観をまとめることができる
を行う。 ○転入、転出についての ○Ａ夜勤導入 ○手術後の患者の看護 ○カテ前処置、カテ後看護 る

　オリエンテーション ○転出、転入 ○看護過程の提出、発表
★6か月評価 ★12か月評価

病棟の業務の流れを理解4人の患者を受持ち、入退院や前処置 ICUからの転入の流れを 軽症患者を5人受け持ち、 軽症患者を６人受け持ち、 観察室を中心に重症者を４人軽症患者を６人受け持ち、
し行動することができる を主体的に実施できる 理解することができる 前処置や入院を主体的に見る前処置や入院を主体的に見る受け持つことができる 前処置や入院を主体的に見る

カテーテル検査前後の看護を見学できる軽症患者４人を受け持つ ことができる ことができる ことができる
フォローNSの見守り内で ○入退院の処理 ○ICUより帰室後の患者の ○入退院の処理 ○入退院の処理 ○人工呼吸器の理解 ○入退院の処理
2～4人の患者を受け持つ ○前処置 　看護 ○前処置 ○前処置 ○特殊薬の理解 ○前処置
ことができる ○手術搬入 ○転入を受けるにあたって ○ＯＰ出し ○カテ前処置、カテ後看護 ○ICU受け、ＯＰ後 ○ＯＰ出し
4/9、4/10：2人 ○カテ前処置、カテ後看護 　の準備 ○カテ前処置、カテ後看護 ○ＯＰ出し ○カテ前処置、カテ後看護
4/11～13：4人 ○転出、転入 ○転出、転入 ○転出、転入

★3か月評価 ◎サブプライマリー ◎プライマリー ★6か月評価
　　　　　プリセプターとアソシエート フォローNSの見守り内で 重症度の高い患者を３人受け持つこと 重症個室の患者を受けもつ軽症患者を5人受け持ち、 軽症患者を６人受け持ち、 観察室を中心に重症者を４人観察室を中心に重症者を４人
　　　　　ナースで立案する 4人の患者を受け持つことができる ことができる 前処置や入院を主体的に見る前処置や入院を主体的に見る受け持つことができる 受け持つことができる

ができる ことができる ことができる
○特殊薬の理解ができる ○特殊薬の理解ができる ○入退院の処理 ○入退院の処理 ○人工呼吸器の理解 ○人工呼吸器の理解

○手術搬入（メイン・サブ）の○手術後間もない患者 ○手術後間もない患者の ○前処置 ○前処置 ○特殊薬の理解 ○特殊薬の理解
　見学、実施 ○点滴ﾗｲﾝが多い患者 　看護 ○ＯＰ出し ○ＯＰ出し ○ICU受け、ＯＰ後 ○ICU受け、ＯＰ後
○手術前処置の見学、実施 ○ICUからの転入 ○カテ前処置、カテ後看護 ○カテ前処置、カテ後看護
　 ○転出、転入 ○転出、転入

★3か月評価 ★6か月評価
4～5人の軽症患者を主体重症度の高い患者を３人受け持つこと 重症個室の患者を受けもつ重症個室の患者を受け持つ看護度の高い患者を主体的に観察室を中心に重症者を４人観察室を中心に重症者を４人
的に受け持つことができるができる ことができる ことができる 受け持つことができる 受け持つことができる 受け持つことができる

ICUからの転入患者を受けもICU受け、手術後の患者を ICU受け、手術後の患者を
○入院の流れを見学、実施○特殊薬の理解ができる つことができる 受け持つことができる 受け持つことができる ○人工呼吸器の理解 ○人工呼吸器の理解
○退院の処理を見学、実施○手術後間もない患者 ○特殊薬の理解ができる ○ICUより帰室後の患者の ○ICUより帰室後の患者の ○特殊薬の理解 ○特殊薬の理解

○点滴ﾗｲﾝが多い患者 ○手術後間もない患者の 　看護 　看護 ○ICU受け、ＯＰ後 ○ICU受け、ＯＰ後
　看護 ○手術後の患者の看護 ○手術後の患者の看護
○夜勤オリエンテーション

★3か月評価 ★6か月評価
手術後の看護が理解できる
カテーテル検査後の患者を主体的に受
けもつことができる
○手術後の観察と看護
○手術後に必要な物品
○カテーテル検査後の看護

看護職員としての基本
的な姿勢と態度

行動目標

６ヶ月評価提出　　　技術チェックリストに沿って実施する １２ヶ月評価提出

○多様な情報源を用いて、情報収集する事ができる
○患者のニーズを身体・心理・社会的側面から情報収集し、アセスメントできる
○傾聴・共感し、患者を尊重した行動がとれる
○患者・家族に対して思いやりと共感をもった態度で接することができる
○患者・家族に看護実践の説明ができ、反応を捉える事ができる
○自分と他のメンバーの立場や役割を理解し、自分の役割を果たすことができる
○担当する係の役割を理解し、遂行できる
○看護行為の振り返りができ、課題を見つけることができる

○職業倫理、「看護者の倫理綱領」の内容が理解でき、患者の人権について述べること
ができる
○患者の生命を脅かす危険性のある看護行為について述べることができる
○患者・家族の思いや希望を聴き、家族の思いをくみとる事ができる
○他職種・関連部門の業務がわかり、他部門との連携について理解できる
○必要な情報を同僚や他職種に提供する事ができる
○文献検索の方法がわかり、必要な文献を収集することができる
○常に研究的視点で課題の解決を図ることができる
○看護行為の振り返りができ、看護観をまとめることができる

行動目標
入職前

習得技術の把
握

３ヶ月評価提出

○専門職業人としての使命と心構えについて述べることができる
○職場内の規律を理解し、守ることができる
○守秘義務を守ることができる
○患者のプライバシーを守りながら、看護を実践することができる
○適切なマナー・接遇を身につけ、実践することができる
○就業規則の内容について述べることができる
○就業規則に沿って行動することができる

○看護師の責任について述べる事ができる
○マニュアルを理解し、マニュアルに基づいた行動がとれる
○自己の心身の健康を保つ必要性を理解し、実行できる
○国立病院機構、病院及び看護部の理念と運営目標を述べることができる
○病院の組織における看護部の位置づけを述べることができる
○看護部における自己の位置づけを述べることができる
○日常の看護実践の中で、疑問や問題意識を持つことができる

2
週
目

看護実践における管
理的教育的側面

行動目標

○医療安全管理規定を理解し、自分の言葉で表現できる
○医療安全管理規定に基づいて必要な確認行動がとれる
○看護記録記載基準を理解し、基準に沿った記録ができる
○患者の症状と反応及び看護実践内容を正確に記録する事ができる
○他のチームメンバーに自分の担当する患者の当日の予定を報告できる
○他のチームメンバーの助言を基に計画の見直しができ、必要時修正ができる
○予定したケアが実施できない状況が発生した場合、チームメンバーに報告できる
○規定に沿って医療器具・看護物品を準備し、使用後は後片付けができる

○医療情報に関する規定を理解し、自分の言葉で表現できる
○対象に応じた適切な用語を用いて情報提供ができる
○患者が特定できる情報を他者と共有する場合、必要な配慮ができる
○血液製剤の請求・受領の基準・手順を理解し、実施できる
○血液製剤の特徴に応じた保管場所が分かり実施できる
○災害防災規定を理解し自分の役割がわかる。防災訓練に参加し初期対応理解する
○ケアに使用する衛生材料の選択ができ、コスト伝票に入力できる
○学生に声かけ、気持ちを聴き必要に応じて実習指導者に情報提供ができる

看護実践における技
術的側面

楽しく学ぶ基礎看護講座
（院内外新人教育研修）

　初期研修
3/21～29

6日間

○看護単位の特殊性、入院患者の代表的な疾患・治療について説明できる
○看護単位の日常業務の流れ、各勤務の業務内容が説明できる
○患者・家族に氏名表示について確認できる
○患者名が印刷、記載された書類やメモの管理が適切にできる

○看護業務基準・手順の内容を理解でき、不確実な点について質問、確認できる
○チームメンバーとして課せられた役割を果たすことができる
○日々の担当患者のスケジュールがわかり、優先度をつけることができる
○割り当てられた業務を、時間内に手順に準じて行い、終了できる
○薬剤の請求・受領の基準・手順を理解し、実施できる
○薬剤の特徴に応じた保管場所がわかり、実施できる（毒薬、劇薬、麻薬）
○入院時オリエンテーションで、患者・家族に非難誘導路を説明できる
○非常持ち出し物品の理解、確認と非難誘導路の確保ができる

ロールモデルとしての実践
スーパー看護師ではなく身近なプリセプター

ポジティブフィードバック
教えたことをどれだけ自分のものにできてているか

学ぶ意欲はあるか

　　　　　　　５月からフォローナース体制

５
週
目

プリセプターマインド
親近感

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾒｯｾｰｼﾞ
承認

ポジティブな雰囲気
基本的な承認・傾聴の態度

　　　病棟独自の計画

４
週
目

3
週
目

研修他

　　　　　ローテーション実習

１
週
目

ポジティブフィードバックの原則に沿った「評価者」役割
正当な自己評価

看護チームの一員としての「擁護者」役割

指導体制

業務状況

プライマリー担当

７月より夜勤開始（初回は遅出で導入夜勤、２回目フォロー付き夜勤）



新　　　人　　　看　　　　護　　　　師　　　　教　　　　育　　　　パ　　　　ス
3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　4/22（金）　院内のみ 　　　　5/14（土） 　　　6/18（土） 　　　　7/16（土） 9/10（土） 11/12（土） 1/21（土） 平日院内のみ
データベースと看護記録 　　　　ＢＬＳ研修　 　　医療安全研修 　　　　救急対応 ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ チーム医療とメンバーシップ 人工呼吸器の管理 　　　成果発表会

新人が陥りやすいｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ 　　リアリティショック 　　　　　報連相
　　　　　5/27（金）.28（土）

新採用者オリエンテーション　　　　宿泊研修 新人終了イベント

実習場所（５月） 　９     10    11    12    13     16    17 　　　　　　　　　　　　　実　習　場　所（案）
外来 E23                         W34　E67　 E45 東２　　　　　東４　　　　OP 　カテ室

心カテ室 E45   E23　                　　   W34 E67 業務に慣れてきたら関係 東３　　　　　放射線　　OP　　　　　　　西３４     化療室
手術室 E67　　E45　E23        　　　　　　　 　W34 する部署の実習を計画する 東４　　　　　ICU　　　　OP　　　人リハ　心リハ

ＩＣＵ W34　 E67  E45   E3      東５　　　　　ICU　　　　OP 　脳リハ
　　検査科　薬局 　　　　W34  E67  E45   E23 東６・７　　　カテ室　　ICU 　心リハ

放射線科                W34  E67  E45    E23   西３　　　　　化療室　　OP 　薬局　　　放射線
リハビリ　栄養科 　　                  W34  E67    E45  E23 西４　　　　　化療室　　薬局　　放射線　　ＯＰ

専任新人指導看護師配置　４月 　　　８月より独り立ち
   日々の計画発表

６月早出・遅出開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７：１５に業務終了 ７月より夜勤開始（初回は導入夜勤、２回目フォロー付き夜勤） カンファレンス議題提案

　　　　　　　　　１時間の自己学習や残務OK

　日々担当患者２人（後半より１名は入院or退院患者担当） 　　　　４名前後担当  　　　　５名前後担当 ８月サブプライマリー 　９月よりプライマリー 看護課程の展開
   　パス適応・短期入院患者

□患者のニーズを身体・心理・社会的側面から把握する
□患者を一個人として尊重し、受容的・共感的態度で接する
□患者・家族に納得できる説明を行い、同意を得る
□チーム医療の構成員としての役割を理解し、協働する
□自己評価及び他者評価を踏まえた自己の学習課題を見つける

　初期研修
3/22～31

7日間

□病院における医療安全管理体制について理解する
□看護記録の目的を理解し看護記録を正確に作成する
□業務上の報告・連絡・相談を適切に行う
□規定に沿って医療器具、看護用品を取り扱うことができる

○医療安全管理規定を理解し、自分の言葉で表現できる
○医療安全管理規定に基づいて必要な確認行動がとれる
○看護記録記載基準を理解し、基準に沿った記録ができる
○患者の症状と反応及び看護実践内容を正確に記録する事ができる
○他のチームメンバーに自分の担当する患者の当日の予定を報告できる
○他のチームメンバーの助言を基に計画の見直しができ、必要時修正ができる
○予定したケアが実施できない状況が発生した場合、チームメンバーに報告できる
○規定に沿って医療器具・看護物品を準備し、使用後は後片付けができる

□医療倫理・看護倫理に基づき、人間の生命・尊厳を尊重し、患者の人権を擁護する
□看護行為によって患者の生命を脅かす危険性もあることを認識し行動する
□同僚や他の医療従事者との安定した適切なコミュニケーションの必要性を理解する
□課題の解決に向けて必要な情報を収集し、解決に向けて行動する
□学習の効果を自らの看護実践に活用する

○看護師の責任について述べる事ができる
○マニュアルを理解し、マニュアルに基づいた行動がとれる
○自己の心身の健康を保つ必要性を理解し、実行できる
○国立病院機構、病院及び看護部の理念と運営目標を述べることができる
○病院の組織における看護部の位置づけを述べることができる
○看護部における自己の位置づけを述べることができる
○日常の看護実践の中で、疑問や問題意識を持つことができる

○職業倫理、「看護者の倫理綱領」の内容が理解でき、患者の人権について述べること
ができる
○患者の生命を脅かす危険性のある看護行為について述べることができる
○患者・家族の思いや希望を聴き、家族の思いをくみとる事ができる
○他職種・関連部門の業務がわかり、他部門との連携について理解できる
○必要な情報を同僚や他職種に提供する事ができる
○文献検索の方法がわかり、必要な文献を収集することができる
○常に研究的視点で課題の解決を図ることができる
○看護行為の振り返りができ、看護観をまとめることができる

○専門職業人としての使命と心構えについて述べることができる
○職場内の規律を理解し、守ることができる
○守秘義務を守ることができる
○患者のプライバシーを守りながら、看護を実践することができる
○適切なマナー・接遇を身につけ、実践することができる
○就業規則の内容について述べることができる
○就業規則に沿って行動することができる

○多様な情報源を用いて、情報収集する事ができる
○患者のニーズを身体・心理・社会的側面から情報収集し、アセスメントできる
○傾聴・共感し、患者を尊重した行動がとれる
○患者・家族に対して思いやりと共感をもった態度で接することができる
○患者・家族に看護実践の説明ができ、反応を捉える事ができる
○自分と他のメンバーの立場や役割を理解し、自分の役割を果たすことができる
○担当する係の役割を理解し、遂行できる
○看護行為の振り返りができ、課題を見つけることができる

看護実践における管
理的・教育的側面

□職業人としての自覚を持ち、倫理に基づいて行動する
□守秘義務を厳守し、プライバシーに配慮する能力を身につける
□看護は患者中心のサービスであることを認識し患者・家族に接する
□就業規則を理解し、行動する

プライマリー担当

ポジティブフィードバックの原則に沿った「評価者」役割
正当な自己評価

研修他

指導体制

楽しく学ぶ基礎看護講座
（院内外新人教育研修）

行動目標

看護チームの一員としての「擁護者」役割

○医療情報に関する規定を理解し、自分の言葉で表現できる
○対象に応じた適切な用語を用いて情報提供ができる
○患者が特定できる情報を他者と共有する場合、必要な配慮ができる
○血液製剤の請求・受領の基準・手順を理解し、実施できる
○血液製剤の特徴に応じた保管場所が分かり実施できる
○災害防災規定を理解し自分の役割がわかる。防災訓練に参加し初期対応理解する
○ケアに使用する衛生材料の選択ができ、コスト伝票に入力できる
○学生に声かけ、気持ちを聴き必要に応じて実習指導者に情報提供ができる

□血液製剤を適切に請求・受領・保管する
□定期的な防災訓練に参加し、災害発生時（自信・火災・水害・停電等）の初期対応がで
きる
□コスト意識をもって業務にあたる
□学生の気持ちが理解できる

達成目標
行動目標

６ヶ月評価提出 １２ヶ月評価提出

○看護単位の特殊性、入院患者の代表的な疾患・治療について説明できる
○看護単位の日常業務の流れ、各勤務の業務内容が説明できる
○患者・家族に氏名表示について確認できる
○患者名が印刷、記載された書類やメモの管理が適切にできる

達成目標

○看護業務基準・手順の内容を理解でき、不確実な点について質問、確認できる
○チームメンバーとして課せられた役割を果たすことができる
○日々の担当患者のスケジュールがわかり、優先度をつけることができる
○割り当てられた業務を、時間内に手順に準じて行い、終了できる
○薬剤の請求・受領の基準・手順を理解し、実施できる
○薬剤の特徴に応じた保管場所がわかり、実施できる（毒薬、劇薬、麻薬）
○入院時オリエンテーションで、患者・家族に非難誘導路を説明できる
○非常持ち出し物品の理解、確認と非難誘導路の確保ができる

　　　技術チェックリストに沿って実施する

看護職員として必要な
基本姿勢と態度

□職業人としての自覚を持ち、倫理に基づいて行動する
□病院及び看護部の理念と運営目標を理解し、行動する
□病院及び看護部の組織と機能について理解する

達成目標

行動目標

業務状況

　　　　　　　５月中旬まで　　　５／１８よりフォローナース配置

看護実践における技
術的側面

　　　　　ローテーション実習

入職前
習得技術の把

握

□業務の基準・手順に沿って実施する
□複数の患者の看護ケアの優先度を理解する
□薬剤を適切に請求・受領・保管する
□病院内の消火設備の定位置と非難ルートを把握し、患者に説明できる

□看護単位の特殊性と各勤務の業務内容を理解する
□個人情報保護法を理解し、医療情報や記録物を適切に適切に取り扱う
□インシデント（ヒヤリ・ハット）事例や事故事例の報告をする

３ヶ月評価提出

ポジティブな雰囲気
基本的な承認・傾聴の態度

親近感
ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾒｯｾｰｼﾞ

承認

ポジティブフィードバック
教えたことをどれだけ自分のものにできてているか

学ぶ意欲はあるか

　　　　　　　病棟独自の計画

プリセプターマインド

2
週
目

ロールモデルとしての実践
スーパー看護師ではなく身近なプリセプター

3
週
目

4
週
目

１
週
目



行動目標 看護手順に沿って実施する。看護技術チェックリストの評価をする

□患者の身体状況に応じた清潔・衣生活援助技術を身につける
□創傷管理技術の理論的理解と根拠に基づいた基本的な技術を身につける
□与薬技術の理論的理解と根拠に基づいた基本的な技術を身につける
□感染防止の理論的理解と根拠に基づいた基本的な技術を身につける
□安全確保の技術の理論的理解と根拠に基づいた基本的な技術を身につける
□患者の状況に応じた入退院の取り扱い方法を身につける
□患者の医療安全対策について実践できる
□患者および家族への説明・支援ができる

□救急救命の理論的理解と根拠に基づいた基本的な技術を身につける
□患者・家族に配慮した死後の処置の技術を身につける
□患者の看護に必要な判断と基本的な看護技術の提供ができる

達成目標

□患者の身体状況に応じた環境調整技術を身につける
□患者の身体状況に応じた食事援助技術を身につける
□患者の身体状況に応じた排泄援助技術を身につける
□患者の身体状況に応じた活動・休息援助技術を身につける
□患者の身体状況に応じた呼吸・循環を整える技術を身につける
□症状・生体機能の理論的理解とエビデンスに基づいた基本的な技術を身に
つける　　　　　　　　　　　　　□苦痛の緩和・安楽確保の技術の理論的理解と根
拠に基づいた基本的な技術を身につける
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